
200200

和のまち和のまち

令和 3年10月25日発行令和 3年10月25日発行令和 3年10月25日発行

教育長人事案件…… P6〜P7
辞職勧告決議 …………… P8
小学生が

「みらいの太子町」を描く
…… P10〜P11

斑鳩小学校 長谷川 寧音さん（P10 〜 P11）斑鳩小学校 長谷川 寧音さん（P10 〜 P11）

このまちが、大好きです。このまちが、大好きです。

これまでも、これからも…。これまでも、これからも…。

（撮影者：松浦 崇志）（撮影者：松浦 崇志）
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令和令和２２年度一般会計決算委員会年度一般会計決算委員会

一般会計の歳入歳出の差引額は６億6,664万円の黒字となり、繰越明許費繰越額として5,912万円を翌年度に繰り越した。

概
要

教育費
（17.7％） 
29億6,890万円

教育費
（17.7％） 
29億6,890万円

借入金の返済（6.0％）
10億460万円
借入金の返済（6.0％）
10億460万円

借入金（10.6％） 
18億5,671万円
借入金（10.6％） 
18億5,671万円

その他の
依存財源（0.5％） 
8,158万円国庫支出金（35.0％） 

60億9,936万円

県支出金
（5.5％） 
9億6,639万円

民生費（25.4％） 
42億5,320万円
民生費（25.4％） 
42億5,320万円

167億
7,579万円

その他（議会費・労働費・農林水産業費・商工費・消防費・災害復旧費）
（6.1％） 10億2,675万円

総務費（30.9％） 
51億8,542万円
総務費（30.9％） 
51億8,542万円

衛生費（4.8％） 
8億669万円

土木費（9.1％） 
15億3,023万円

174億
4,243万円

町税（23.2％） 
40億3,968万円
町税（23.2％） 
40億3,968万円

繰入金（3.7％） 
6億4,292万円

繰越金（1.7％） 
2億9,367万円

その他の自主財源
（3.6％） 6億2,482万円

地方交付税
その他交付金
（16.2％） 
28億3,730万円

地方交付税
その他交付金
（16.2％） 
28億3,730万円

自主財源 ※1 32.2%

自主財源

※
132.2%

依存財

源※
2 
67
.8
％

依存財

源※
2
67
.8
％

歳 入 総額174億4,243万円

総額167億7,579万円歳 出

※
１　

自
主
財
源
と
は
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
行
政
の
自
主
性
や

安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
２　

依
存
財
源
と
は
、
町
が
国
や
県
に
依
存
す
る
か
た
ち
で
調
達
す
る
財
源
。

　

令
和
２
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
、期
待
し
た
行
政
効
果
が
得
ら
れ
た
か
、今
後

改
善
を
要
す
る
点
は
何
か
な
ど
に
主
眼
を
お
い
て
審
査
し
た
。決
算
委
員
会
で
の
活
発
な
質
疑
を
経
て
認
定
さ
れ
た
。

太
子
町
の
財
政
は
？

太
子
町
の
財
政
は
？

令
和
２
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
の
報
告
を
受
け
た
。

地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、そ
の地方公共団体の財政規模に対する割合で表したもの。数値が低
いほど 財政状況が良い。（健全化基準25％）

太子町が将来負担する可能性のある負債総額 全体から基金などの
充当可能な財源を差し引いた額が、標準財政規模の何年分である
かの割合。状況が悪いほど数値が高くなる。（健全化基準350％）

（昨年度は9.9％）
①実質公債費比率…9.5％

(昨年度は59.9％ )
②将来負担比率…61.1％

財
政
健
全
化
法
の
指
標 昨年度と同水準であり、健全性を維持している。結 論

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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令
和
２
年
度
一
般
会
計

決
算
を
審
査
す
る
決
算
委

員
会
を
設
置
し
、
９
月
13

日
、
14
日
の
２
日
間
で
審

査
を
行
い
、
全
員
賛
成
に

よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
。
本
会
議
及
び
委

員
会
の
質
疑
を
通
じ
、
次

の
こ
と
を
審
査
意
見
と
し

た
。

【
全
般
に
つ
い
て
】

　

令
和
２
年
度
は
、
税
収

増
加
の
影
響
も
あ
り
財
政

構
造
は
健
全
性
を
維
持
し

て
い
る
。
今
後
も
財
政
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
健

全
性
を
維
持
す
べ
き
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影

響
で
、
や
む
を
得
な
い
面

が
あ
る
も
不
用
額
が
大
き

く
、
予
算
の
積
算
精
度
の

向
上
を
求
め
る
。
質
疑
に

対
す
る
答
弁
に
お
い
て
、

町
長
か
ら
の
自
発
的
な
答

弁
や
発
言
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
積
極
的
な
態
度
で
決

算
委
員
会
に
臨
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

【
歳
入
に
つ
い
て
】

　

税
収
確
保
の
観
点
か

ら
、
創
業
支
援
、
法
人
の

育
成
や
誘
致
、
住
民
数
の

維
持
・
拡
大
と
い
っ
た
中

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
町

政
運
営
に
当
た
る
こ
と
。

　

償
却
資
産
の
立
ち
入
り

検
査
は
、
昨
年
度
の
指
摘

同
様
、
租
税
公
平
の
原
則

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

一
定
数
の
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
。
滞
納
対
策
と
し

て
、
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
社
会
情
勢
に
鑑
み
社
会

的
弱
者
へ
配
慮
す
る
こ

と
。
ま
た
新
た
な
滞
納
者

を
出
さ
な
い
よ
う
、
住
民

と
き
め
細
や
か
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
。

【
歳
出
に
つ
い
て
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
さ
わ
や
か
健
康
課
を

中
心
と
し
て
、
各
関
係
機

関
と
の
連
携
が
緊
密
か
つ

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
町
組
織

全
体
が
よ
り
一
層
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

き
た
い
。

　

複
数
の
担
当
課
か
ら

「
マ
ン
パ
ワ
ー
」
が
不
足

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
、
人
材
の
計
画
的
な
確

保
・
育
成
並
び
に
適
材
適

所
も
含
め
た
対
応
が
急
が

れ
る
。
例
え
ば
学
童
保
育

園
や
保
育
園
に
お
け
る
保

育
士
の
確
保
は
、
町
独
自

の
待
遇
改
善
策
を
講
じ
る

な
ど
、
町
の
将
来
を
見
据

え
た
抜
本
的
な
施
策
を
望

む
。
特
に
以
下
の
点
は
、

速
や
か
な
改
善
を
求
め

る
。

１．社会福祉協議会は今期も多額の欠損を出している。昨年度の決算委員会による指摘にも関
わらず改善がなく、事業改善計画の作成を含め進言していくこと。

２．上太田瓦礫処分場は、将来の在り方を考察した上で対策を講じるとともに、土地・建物の
使用料・賃料は、町としての統一的な基準が持てるように見直しを進めること。

３．地籍調査事業は、国の補助金もあり、住民の財産価値や税収の向上、空き家対策にも
つながる事業である。特に地籍が混乱している区域を優先し、可能な限り早期に終了
するよう努力すること。

４．町から補助金等を支給している各種団体に対しては、余剰金の町への返還など、決算書の
フォーマットを確定し統一的な会計基準で報告させるよう指導すること。

５．ゲートキーパーの養成については、町全体に浸透させるほどの規模で実施する姿勢で臨む
こと。

６．スクールソーシャルワーカーの仕事量も含め、実態を見極め増員も含めた検討を行うこと。

その他、各課に対する個別意見は、委員会中に各委員から行われた指摘事項等を委員会会議録で再度
確認し、検討・改善に努めることを求めた。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
委
員
会
に
よ
る
審
査

審
査
経
過

審
査
意
見

太子町社会福祉協議会の外観

決
算
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

左
上
か
ら

　

松
浦　
　

崇
志　

委
員

　

吉
田　
　

正
之　

委
員

　

長
谷
川　

正
信　

委
員

左
下
か
ら

　

出
原　
　

賢
治　

副
委
員
長

　

藤
澤　
　

元
之
介
委
員
長

　

上
山　
　

隆
弘　

委
員

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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問　

３
事
業
者
に
60
万
円

ず
つ
補
助
す
る
と
い
う
事

だ
が
、
公
募
の
条
件
は
。

答　

網
干
駅
周
辺
で
実
施

す
る
こ
と
、事
業
を
３
年
以

上
継
続
す
る
こ
と
、電
動
自

転
車
を
３
台
以
上
購
入
し

町
指
定
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を

し
た
上
で
活
用
い
た
だ
く

こ
と
、自
転
車
等
の
防
犯
登

録
や
定
期
点
検
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
な
ど
。

問　

網
干
駅
か
ら
ど
こ
に

行
っ
て
も
い
い
の
か
。
太

子
町
内
を
巡
っ
て
い
た
だ

く
の
が
本
筋
で
あ
ろ
う
と

思
う
が
。

答　

町
が
事
業
者
に
補
助

す
る
形
で
あ
る
の
で
、
事

業
者
の
営
利
・
運
営
を
考

慮
し
て
検
討
し
た
い
。

問　

文
化
会
館
に
バ
ス
停

を
設
け
て
公
共
交
通
機
関
と

自
転
車
・
自
家
用
車
と
の
連

携
を
図
る
と
い
う
事
だ
が
、

バ
ス
は
毎
日
運
行
す
る
。
休

館
日
や
閉
館
以
降
の
時
刻
に

文
化
会
館
の
駐
車
場
を
開
け

て
お
く
の
か
。

答　

防
犯
上
の
問
題
か

ら
、
文
化
会
館
の
休
館
日

や
時
間
外
は
車
の
出
入
り

を
閉
鎖
す
る
。
開
館
時
間

内
に
車
の
出
し
入
れ
を
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
と

な
る
。

問　

こ
の
事
業
に
効
果
は

あ
る
の
か
。
姫
路
か
ら
帰

っ
て
く
る
最
終
便
は
午
後

10
時
45
分
発
、
ど
れ
だ
け

の
人
が
望
む
こ
と
な
の

か
、
町
は
よ
く
検
討
し
た

の
か
。

答　

図
書
館
、
歴
史
資
料

館
に
来
ら
れ
た
方
が
、
そ

こ
で
立
ち
寄
ら
れ
た
上
で

ま
た
バ
ス
に
乗
っ
て
ど
ち

ら
か
へ
行
か
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
利
便
性
が
向
上

す
る
。

問　

将
来
的
な
公
共
交
通

に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま

ず
出
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず

は
こ
れ
を
や
り
ま
す
で
は

本
末
転
倒
で
あ
り
、
経
済

的
に
無
駄
な
投
資
に
な
り

か
ね
な
い
。

答　

車
の
保
有
率
の
高
い

太
子
町
で
は
、
公
共
交
通

へ
シ
フ
ト
し
て
頂
く
と
こ

ろ
か
ら
始
め
た
い
。
現
状

の
公
共
交
通
を
ま
ず
維
持

し
、
利
用
を
促
進
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

整
備
す
る
ト
イ
レ
の

規
模
は
。
下
水
道
工
事
も

含
む
の
か
。
県
の
補
助
率

は
。

答　

10
平
米
以
下
ぐ
ら
い

の
も
の
に
な
る
。
下
水
道

事
業
認
可
区
域
外
で
あ
る

の
で
、
簡
易
水
洗
、
く
み

取
り
式
の
予
定
。
補
助
率

は
、
県
と
町
が
二
分
の
一

ず
つ
で
あ
る
。

問　

ト
イ
レ
お
よ
び
登
山

道
の
維
持
管
理
は
。

答　

ト
イ
レ
は
上
太
田
自

治
会
に
管
理
し
て
頂
け
る

よ
う
調
整
し
て
い
る
。
登

山
道
は
、県
の
補
助
で「
ふ

る
さ
と
景
観
づ
く
り
事

業
」
が
あ
り
、
階
段
の
整

備
等
、
今
年
度
実
施
さ
れ

る
。

　　　

　

平
成
29
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
太
子
陸
橋

舗
装
修
繕
工
事
の
最
終

年
度
と
し
て
実
施
す
る

も
の
。
工
期
は
令
和
４

年
３
月
31
日
。
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を

活
用
し
て
行
う
。

９９月定例会月定例会
　令和３年第４回定例会（第 494 回町議会）が８月 30 日から９月 24 日までの
26 日間の会期で開催された。報告３件、諮問１件、同意１件、承認２件、議案
14 件（補正予算６件、条例４件、その他４件）。加えて、令和２年度一般会計決
算と４特別会計および２企業会計の決算（認定７件）が提出された。

　３日目は契約の議案２件が、最終日には、教育長および教育委員１名の同意案件、一般会計補正予算（第４号）、決
議案１件が追加議案として提出された。教育長人事案件が同意されたことにより、沖汐守彦教育長は９月末の任期満了
での退任となる。新教育長は楢野正樹氏。

　令和２年度に教育委員会が行った事業内容や実施状況などを、元学校教育関係者等の外部
評価委員が点検、評価、分析して今後の取り組みに生かすもので、学校教育の充実 31 項目、
社会教育の充実 37 項目が、項目事業ごとに点検・評価され議会に報告された。

教育に関する事務の管理・執行状況の点検及び評価の報告について

太子町債権管理条例に基づく債権の放棄の報告について
　太子町債権管理条例第６条の規定により、上水道事業（水道料金）の債権を放棄した。
　総額は 442,144 円（116 件）で、債務放棄の理由は、債務者死亡、時効完成関係である。

詳細は太子町の
ホームページで

確認できます

一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
３
号)

●
主
な
質
疑

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
補
助
金

１
８
０
万
円

山
城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

施
設
整
備
事
業３０

０
万
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

太
子
陸
橋
舗
装
修
繕
工
事

９
，７
３
５
万
円

バ
ス
停
整
備
事
業
補
助
金

６
２
７
万
円

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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令和２年度各種会計決算額

水道
事業会計

下水道
事業会計

※１　収益的･･･経営に伴い、発生が予想される収入と費用　　※２　資本的･･･将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
※３　不足分は積立金（留保資金）などでカバー（補てん）

会　計　名 収　　入 支　　出 差引額

一 般 会 計　 174億4,243万円 167億7,579万円 6億6,664万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 32億6,515万円 32億3,512万円 3,003万円

介 護 保 険 23億6,860万円 23億2,596万円 4,264万円

後 期 高 齢 者 医 療 5億   140万円 4億9,200万円 940万円

墓 園 事 業 1,267万円 1,213万円 54万円

小 計 61億4,782万円 60億6,521万円 8,261万円

合 計 235億9,025万円 228億4,100万円 7億4,925万円

（ 収 益 的 収 支 ）※1 5億2,920万円 4億8,426万円 4,494万円

（ 資 本 的 収 支 ）※2 4,823万円 1億9,891万円 ※3△1億5,068万円

（ 収 益 的 収 支 ）※1 11億7,448万円 12億5,515万円 ※3△8,067万円

（ 資 本 的 収 支 ）※2 7億2,967万円 11億2,900万円 ※3△3億9,933万円

会計別の補正予算額（令和３年度）
会　計　名 補　正　額 補正後の総額 主な内容

一般会計（第3号） 6億   340万円 129億5,623万円 コロナワクチン接種委託料増、バス停整備事業等

一般会計（第4号） 3,039万円 129億8,661万円 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加

国民健康保険特別会計（第1号） 978万円 33億6,786万円 前年度清算等による補正等

介護保険特別会計（第2号） 9,400万円 25億6,638万円 居宅介護サービス給付費負担金の追加等

後期高齢者医療特別会計（第1号） 255万円 5億2,032万円 異動に伴う人件費の補正等

水道事業会計（第2号） 1,335万円 5億5,308万円 異動に伴う人件費の補正

下水道事業会計（第1号） 19万円 11億7,630万円 異動に伴う人件費の補正

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

賛成賛成

吉
田 

正
之 

議
員

　

今
決
算
委
員
会
は
、
私
の
知
る
限
り
今
ま
で
に
無
い

最
低
の
委
員
会
で
あ
る
。
町
長
、
副
町
長
は
積
極
的
に

発
言
を
せ
ず
、
名
指
し
で
回
答
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り

初
め
て
答
弁
す
る
始
末
。
予
算
の
執
行
状
況
は
概
ね
妥

当
で
あ
る
が
、
一
部
に
は
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
事

に
つ
き
納
得
出
来
る
回
答
が
得
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
。
し
か
し
、
町
長
か
ら
今
後
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て

い
く
と
の
発
言
も
あ
っ
た
の
で
賛
成
と
す
る
。

反対反対

　

総
務
部
長
、
町
長
の
答
弁
は
、
路
線
の
利
用
促
進
の

新
た
な
バ
ス
停
を
作
る
部
分
に
つ
い
て
、
住
民
が
求
め

て
い
る
実
態
や
公
共
交
通
の
実
情
を
理
解
し
て
い
な
い
。

公
共
交
通
の
将
来
性
に
具
体
的
な
政
策
が
全
く
な
い
答

弁
で
過
去
に
も
サ
ポ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
の
質
問
も
し
た
が
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
検
討
も
含

め
説
明
が
あ
れ
ば
状
況
的
な
も
の
を
見
受
け
て
の
対
応

を
感
じ
る
が
、
答
弁
か
ら
は
残
念
な
が
ら
そ
の
部
分
は

見
受
け
ら
れ
な
い
。
場
当
た
り
的
な
政
策
を
補
正
予
算

で
組
む
と
い
う
考
え
方
に
は
反
対
す
る
。

上
山 

隆
弘 

議
員

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告

ザ･

討
論
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教
育
委
員
会
の
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て
賛
成
多

数
に
よ
り 

楢な
ら
の野 
正
樹
氏

（
蓮
常
寺
）
が
同
意
、
任

命
さ
れ
た
。

　

任
期
は
令
和
３
年
10
月

１
日
か
ら
３
年
間
。

問　

揖
龍
地
区
の
教
育
行

政
に
精
通
し
て
い
る
校
長

経
験
者
が
教
育
委
員
会
の

職
員
に
い
る
が
、
そ
の

方
々
に
教
育
長
人
事
の
声

は
か
け
た
の
か
。

町
長　

教
育
委
員
会
と
の

関
係
が
混
乱
し
て
い
る
状

況
で
、
内
部
の
人
に
声
を

か
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
。
こ
の
状
況
で
受

け
て
い
た
だ
け
そ
う
な
方

に
お
願
い
し
た
。

問　

加
西
市
立
中
学
校
の

現
職
の
美
術
臨
時
講
師
と

い
う
こ
と
だ
が
、
10
月
以

降
、
加
西
市
の
子
ど
も
た

ち
が
授
業
を
受
け
ら
れ
な

い
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
よ
い
か
？

町
長　

後
任
を
探
せ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

加
西
市
か
ら
事
前
協

議
が
な
い
の
は
問
題
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
？

副
町
長　

加
西
市
に
出
向

き
、
大
変
迷
惑
を
掛
け
て

い
る
こ
と
を
確
認
、
謝
罪

し
た
。

教
育
長　

太
子
町
以
外

の
市
に
影
響
が
あ
る
人

事
が
事
前
連
絡
の
な
い

ま
ま
に
進
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
※

21
条
に
抵
触
す

る
案
件
だ
と
思
っ
て
い

る
。
選
考
経
緯
に
問
題

が
あ
る
と
思
う
の
で
慎

重
に
対
応
し
て
頂
き
た

い
。

問　

本
日
の
様
子
を
見
る

に
、
議
会
が
８
月
31
日
付

で
出
し
た
要
望
書
は
、
現

時
点
で
履
行
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
結
論
で
よ
い

か
。

教
育
長　

要
望
書
を
踏

ま
え
、
今
後
お
互
い
に
誠

意
を
持
っ
て
対
応
し
会

話
を
す
る
と
い
う
確
認

は
で
き
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
の
原
因
、

経
過
、
説
明
責
任
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
双
方

の
言
い
分
の
差
が
大
き

く
埋
ま
っ
て
い
な
い
。

町
長　

ま
だ
、
最
後
ま

で
合
意
で
き
る
よ
う
に

努
力
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問　

任
命
に
つ
い
て
、
現

場
や
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
充
実
に
対
す
る
答

弁
が
な
く
、
教
育
委
員
会

と
の
協
議
も
な
い
。
ど
の

よ
う
な
判
断
基
準
で
楢
野

氏
に
決
め
た
の
か
？

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
十
分
に
と
れ

る
点
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
学
校
が
避
難
所

に
な
っ
た
と
き
の
経
験

が
あ
り
、
治
安
状
態
の

悪
い
外
国
で
危
機
管
理

対
応
を
さ
れ
た
点
を
踏

ま
え
て
選
ん
だ
。

　

教
育
委
員
会
の
教
育
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
賛
成

多
数
に
よ
り 

杉
本 

泰
代

氏
（
松
尾
）
が
同
意
、
任

命
さ
れ
た
。　

　

任
期
は
令
和
３
年
10
月

１
日
か
ら
４
年
間
。

教
育
委
員
会
の
教
育
長

の
任
命
に
同
意

反対反対賛成賛成
ザ･

討
論

長
谷
川 

正
信 

議
員

玉
田 

正
典 

議
員

　

総
合
教
育
会
議
な
ど
の
会
議
を
通
じ
て
、
よ
り
開

か
れ
、
安
心
し
た
教
育
を
望
ん
で
い
る
。
教
育
委
員

会
と
は
、
学
校
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
教
育
・

生
涯
教
育
も
補
っ
て
い
る
両
輪
で
あ
る
。

　

楢
野
氏
の
教
員
時
代
の
実
績
、
南
ア
フ
リ
カ
へ
の

文
部
科
学
省
派
遣
教
諭
と
し
て
の
３
年
間
は
立
派
な

経
歴
で
あ
り
、
こ
の
先
太
子
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
く
期
待

す
る
。

　

議
長
在
職
中
の
８
月
31
日
議
長
室
に
お
い
て
、
議

会
か
ら
全
会
一
致
の
要
望
書
を
町
長
と
教
育
長
に
そ

れ
ぞ
れ
手
渡
し
た
。
内
容
は
、
町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
部
局
双
方
が
相
互
理
解
の
も
と
和
解
し
て
行
政

運
営
に
当
た
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
要
望
書
を
手
渡

し
、
私
は
大
い
に
期
待
し
て
い
た
が
、
本
日
の
上
程

案
件
は
、
和
解
と
は
程
遠
い
も
の
で
、
強
い
憤
り
を

覚
え
て
い
る
。
議
会
か
ら
の
要
望
書
の
内
容
が
、
全

く
履
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
反
対
討
論
と

す
る
。

教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
主
な
質
疑
応
答

楢
な ら の

野 正樹氏

質疑の全容は
動画で閲覧できます

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告

教
育
委
員
会
の
教
育

委
員
の
任
命
に
同
意

※
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
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反対反対

反対反対

反対反対反対反対

賛成賛成

賛成賛成

井
村 

淳
子 

議
員

中
薮 

清
志 

議
員

　

議
会
総
意
と
し
て
町
長
と
教
育
長
へ
、
お
互
い
に
和

解
す
る
よ
う
要
望
書
を
提
出
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
双

方
の
隔
た
り
は
大
き
く
、
残
念
な
が
ら
実
践
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
ん
な
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

人
と
し
て
の
つ
な
が
り
で
気
持
ち
が
分
か
り
合
え
る
よ

う
「
傾
聴
」
の
大
切
さ
を
訴
え
、
と
も
に
こ
の
難
局
を

一
緒
に
な
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
か
っ
た
。
今
回
も

町
長
の
基
本
的
な
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
町
長
の
専
断
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
反
対
と
す
る
。

　

加
西
市
教
育
委
員
会
か
ら
「
事
前
の
連
絡
・
協
議
の

な
い
中
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
回
の
人
事
は
加
西
市
教
育
委
員
会
の
独

立
性
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
教
育
長
候
補
者
も
、

臨
時
教
員
と
は
い
え
現
職
の
教
員
で
あ
り
、
授
業
を
受

け
持
っ
て
い
る
身
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
途
中
で

放
棄
し
て
報
酬
の
高
い
役
職
に
就
く
こ
と
が
平
気
な
人

は
人
物
的
に
も
信
用
で
き
な
い
。
町
長
が
議
会
の
要
望

を
全
く
無
視
し
て
出
さ
れ
た
人
事
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

賛
成
は
議
会
と
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
町
政
混

乱
解
消
無
し
の
教
育
長
交
代
は
現
教
育
長
の
継
続
よ
り

混
乱
す
る
。
２
人
の
教
育
者
の
人
生
を
振
り
回
す
町
長

の
あ
り
得
な
い
人
事
対
応
は
、
加
西
市
に
迷
惑
を
か
け

た
。
質
疑
か
ら
、学
校
現
場
、環
境
に
与
え
る
影
響
等
を
、

町
長
が
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
子
ど
も
達
に
広
が
る
コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
複
雑
さ

か
ら
も
、
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
。
教
育
行
政
に
大
き
な
不
信
感
を
招
き
停
滞
を

招
く
。

　

問
題
が
起
き
た
と
き
こ
そ
が
改
善
の
機
会
で
あ
る
が
、

真
摯
な
対
応
が
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
本
日
を
迎
え
、
改

善
ど
こ
ろ
か
悪
化
し
た
状
態
で
の
今
回
の
人
事
案
件
上

程
と
な
っ
た
。
新
し
い
教
育
長
に
す
る
こ
と
は
問
題
の

解
決
で
は
な
い
。
か
か
る
独
善
の
繰
り
返
し
が
町
の
組

織
を
弱
体
化
さ
せ
、
将
来
、
同
様
の
問
題
を
招
い
て
事

態
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
本
議
案

に
賛
成
す
る
こ
と
は
、
こ
の
様
な
状
況
を
追
認
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。
議
員
と
し
て
の
態
度
を
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
、
学
校
長
を
は
じ

め
と
す
る
教
職
員
等
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
よ
る
新
た
な
学
び
の
格
差
、
学
力
格
差
の
課
題
や

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
た
ち
が
抱
く
閉
塞
感
に
し
っ
か
り

寄
り
添
い
続
け
、
子
ど
も
の
視
点
で
把
握
・
認
識
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
度
提
案
の
楢
野
氏
は
、
教

育
一
筋
、
長
年
の
教
育
現
場
で
培
わ
れ
た
経
験
を
生
か

し
様
々
な
課
題
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
も

の
と
期
待
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
、
教

育
行
政
ト
ッ
プ
が
不
在
に
な
る
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
私
自
身
も
選
挙
公
約
に
子
育
て
・
教
育
の
支
援
を

掲
げ
て
お
り
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
を
想
い
、
子
育
て
・

教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
れ
ば
教
育
長
不
在
は

考
え
ら
れ
ず
、
同
意
は
当
然
と
い
う
観
点
か
ら
賛
成
す

る
。
今
後
、
町
長
は
新
し
い
教
育
長
や
副
町
長
と
協
力

し
て
行
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
、
議
会
や
議
員
か
ら
の

意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
前
向
き
な
対
応
を
す
る
こ
と

を
意
見
と
し
て
付
け
る
。

藤
澤 

元
之
介 

議
員

吉
田 

正
之 

議
員

上
山 

隆
弘 

議
員

出
原 

賢
治 

議
員

賛成賛成

松
浦 

崇
志 

議
員

　

服
部
町
長
の
も
と
で
は
、
常
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

の
は
何
故
か
。
沖
汐
教
育
長
が
退
任
さ
れ
て
も
教
育
委

員
会
と
の
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

こ
ん
な
強
引
な
や
り
方
は
、
教
育
委
員
会
や
職
員
と
の

溝
を
深
め
た
だ
け
だ
。
し
か
し
、
前
代
未
聞
の
状
況
が

続
い
て
い
て
も
、
町
の
教
育
部
門
の
ト
ッ
プ
不
在
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に
し
わ
寄
せ
が
い
く

こ
と
が
な
い
よ
う
に
教
育
行
政
を
指
揮
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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ザ･
討
論

服
部
千
秋
町
長
に
対
す
る
町
長
辞
職
勧
告
決
議

　

同
意
第
10
号
が
賛
成
多
数
に
よ
り
同
意
さ
れ
た
後
、

こ
の
様
な
人
事
案
件
対
応
を
行
う
町
長
の
姿
勢
が
問
題

で
あ
る
と
し
て
、
辞
職
勧
告
決
議
を
求
め
る
動
議
が
上

山
議
員
よ
り
出
さ
れ
成
立
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
服
部

千
秋
町
長
に
対
す
る
町
長
辞
職
勧
告
決
議
を
直
ち
に
議

題
と
し
た
。

　

発
議
者
に
よ
る
説
明
の
後
、町
長
か
ら
の
発
言
、質
疑
・

討
論
を
経
て
無
記
名
投
票
に
よ
り
採
決
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
賛
成
５
反
対
８
で
否
決
と
な
っ
た
。

服
部
千
秋
町
長
の
辞
職
勧
告
決
議
案

が
提
出
さ
れ
、

賛
成
５
反
対
８
で
否
決
さ
れ
た
。

賛成賛成

出
原 
賢
治 
議
員

　

辞
職
勧
告
決
議
を
受
け
て
の
町
長
の
発
言
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
太
企
画
第
５
５
４
号　
「『
太
子
町
教
育
長

人
事
案
件
』
に
対
す
る
教
育
委
員
会
意
見
書
に
係
る
見

解
に
つ
い
て
」
を
読
み
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
自
ら
の

責
任
を
認
め
ず
他
人
に
転
嫁
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。
決
議
文
の
内
容
を
町
長
自
身
が
証
明

し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

３
月
定
例
会
以
降
の
町
政
の
混
乱
は
、
教
育
委
員
会

の
独
立
性
を
無
視
し
た
服
部
町
長
の
無
責
任
な
対
応
に

始
ま
る
。
そ
れ
以
降
、
今
日
ま
で
の
町
長
の
姿
勢
や
、

関
係
者
へ
の
答
弁
内
容
の
矛
盾
、
行
政
執
行
責
任
者
と

し
て
の
自
覚
の
欠
如
、
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
無
責

任
な
態
度
は
極
め
て
問
題
で
あ
る
。

　

議
会
は
全
会
一
致
に
よ
る
意
見
書
を
提
出
し
自
主
的

対
応
に
よ
る
問
題
の
解
決
を
求
め
た
が
、
実
際
の
行
動

に
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
に
よ
る

事
実
確
認
調
査
を
経
て
、
沖
汐
教
育
長
の
任
期
満
了
を

迎
え
る
に
あ
た
り
双
方
が
納
得
の
上
で
問
題
を
解
決
し

人
事
案
件
に
当
た
る
よ
う
、
再
度
の
要
望
書
を
全
会
一

致
に
よ
り
提
出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
も
、
自

ら
報
告
す
る
姿
勢
も
無
く
、
問
題
の
解
消
に
至
る
こ
と

は
つ
い
に
無
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
教
育
行
政
が
停

滞
し
、
大
切
な
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
に
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

対
応
と
改
善
を
今
日
ま
で
期
待
し
続
け
た
が
、
太
子

の
明
日
を
考
え
、
姿
勢
を
変
え
な
い
服
部
町
長
に
は
即

刻
辞
職
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

要
旨

発
議
者

　

上
山 

隆
弘 

議
員

　

藤
澤 

元
之
介 

議
員

　

玉
田 

正
典 

議
員

　

吉
田 

正
之 

議
員

　

出
原 

賢
治 

議
員

瀧
口　

た
か
子
氏（東

本
町
）

　

任
期
は
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
間
。

丸
尾　

淳
　
す
な
お

氏
（
福
地
）

　

任
期
は
令
和
３
年
９
月

30
日
か
ら
３
年
間
。

社
会
功
労
賞

　

久
保
田　

文　

章　

氏　

（
新
町
）

　

福　

田　

正　

二　

氏　

（
糸
井
北
）

　

前　

田　

早
知
子　

氏　

（
北
之
町
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　

福　

田　
　

保　
　

氏　

（
下
阿
曽
）

　

鈴　

木　
　

浩　
　

氏　

（
福
地
）

　 

　

玉
田
正
典
議
長
が
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
議
長
職

を
辞
任
し
た
た
め
、
後
任

に
中
島
貞
次
議
員
を
選
任

し
た
。

　

玉
田
正
典
議
員
を
福
祉

文
教
常
任
委
員
会
と
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
に
選
任
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の

推
せ
ん
を
決
定

功
労
者
表
彰
を
承
認

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
同
意

議
長
の
交
代

常
任
委
員
会
等
の
変
更

中島 貞次議長

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
議長は「―」、議長に表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和３年９月定例会議決結果

議　案　名
賛
成

反
対

結果

議員別賛否一覧
松　

浦　

崇　

志

出　

原　

賢　

治

森　

田　

哲　

夫

吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

上　

山　

隆　

弘

中　

薮　

清　

志

堀　
　
　

卓　

史

首　

藤　

佳　

隆

清　

原　

良　

典

中　

島　

貞　

次

井　

村　

淳　

子

藤　

澤　

元
之
介

玉　

田　

正　

典

令
和
３
年
度

補
正
予
算

令和3年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第3号） １０ ３ 原案
可決 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同
意

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を
求めることについて

１２ １ 原案
同意 無 記 名 投 票（賛成12　反対１） －

教育委員会の教育長の任命につき同意を
求めることについて

８ ５ 原案
同意 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ × ×

教育委員会の委員の任命につき同意を
求めることについて

１２ １ 原案
同意 無 記 名 投 票（賛成12　反対１） － 無記名

投 票

決
議
案

服部千秋町長に対する町長辞職勧告決議 ５ ８ 原案
否決 無 記 名 投 票（賛成５　反対８） － 無記名

投 票

全員賛成で可決・承認・認定した議案等

 議　案　名

令
和
３
年
度
補
正
予
算

令和3年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算
(第1号)

令和3年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算(第2号)

令和3年度兵庫県太子町後期高齢者医療
特別会計補正予算(第1号)

令和3年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第2号）

令和3年度兵庫県太子町下水道事業会計補正予算（第1号）

令和3年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第4号）

そ
の
他

令和2年度兵庫県太子町水道事業会計剰余金の処分について

兵庫県市町交通災害共済組合規約の変更について

兵庫県市町交通災害共済組合の解散について

兵庫県市町交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について

条
例

押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について

太子町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

太子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

太子町子どものための教育・保育に関する利用者負担額等
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

契
約

工事請負契約の締結について
（太子陸橋舗装修繕工事）

備品購入契約の締結について
（中学校大型提示装置）

諮
問

人権擁護委員の推せんにつき意見を求めるこ
とについて

承
認

功労者等の承認について

専決処分したものにつき承認を求めることに
ついて（太子町手数料条例の一部を改正する
条例の制定について）

令
和
２
年
度
決
算

令和2年度兵庫県太子町一般会計歳入歳出決
算の認定について

令和2年度兵庫県太子町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

令和2年度兵庫県太子町介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

令和2年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

令和2年度兵庫県太子町墓園事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

令和2年度兵庫県太子町水道事業会計決算の
認定について

令和2年度兵庫県太子町下水道事業会計決算
の認定について

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告



10

太子町議会だより
No.200  令和３年10月25日号

小学小学44年生に「みらいの 太子町」を描いてもらいました年生に「みらいの 太子町」を描いてもらいました
　　　　 議会だより 第200号発行記念 　　　　 議会だより 第200号発行記念 

最優秀賞　長
は せ が わ

谷川 寧
ね ね

音さん ( 斑鳩小 )

優秀賞
竹
たけうち

内 遥
はる き

希さん ( 太田小 )
優秀賞

池
いけのがみ

之上 修
しゅう

さん ( 石海小 )
優秀賞

大
おおにし

西 佐
さ わ

和さん ( 斑鳩小 )

　私は太子町が大好きで、普段日本語支援ボランティアをしています。

思い出の場所が残っていてなおかつ新しさもある、便利で安全な暮らし

になってほしいという思いで描きました。

　斑鳩寺はよく友だちと遊ぶ大好きな場所で、いつまでも残っていてほしいです。

※表紙写真は長谷川寧音さんです。

長谷川長谷川さんにインタビューさんにインタビュー

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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　小学４年生の皆さんが 15年後、25歳になったときには町議会議員に立候補することができます。　小学４年生の皆さんが 15年後、25歳になったときには町議会議員に立候補することができます。
そのとき太子町はどうなっていると思いますか、また太子町がどんなまちになっていてほしいですか。そのとき太子町はどうなっていると思いますか、また太子町がどんなまちになっていてほしいですか。
自由な発想で描いてくれた皆さん、ご協力いただきありがとうございました。自由な発想で描いてくれた皆さん、ご協力いただきありがとうございました。
　全 65作品のうち、広報広聴委員会で選定させていただいた作品をご紹介します。　全 65作品のうち、広報広聴委員会で選定させていただいた作品をご紹介します。
　掲載できなかった作品も町ホームぺージに掲載していますのでご覧ください。また、11月10日　掲載できなかった作品も町ホームぺージに掲載していますのでご覧ください。また、11月10日
から17日（土日除く）に議場での展示を行いますので、詳細は町ホームページをご覧ください。から17日（土日除く）に議場での展示を行いますので、詳細は町ホームページをご覧ください。

小学小学44年生に「みらいの 太子町」を描いてもらいました年生に「みらいの 太子町」を描いてもらいました
　　　　 議会だより 第200号発行記念 　　　　 議会だより 第200号発行記念 

佳作
坂
さかた

田 愛
みさ と

聡さん ( 龍田小 )

佳作
井
いかわ

川 幸
さ ち あ

千綾さん (斑鳩小 )
佳作

西
に し く ぼ

久保 皇
おうじろう

二郎さん (石海小 )
佳作

松
まつもと

本 叶
と わ

羽さん ( 斑鳩小 )

佳作
船
ふなさこ

迫 百
も あ

愛さん ( 太田小 )
佳作

神
かみおうじ

應寺 登
と き

喜さん ( 石海小 )

佳作
村
むらお

尾 千
ちさ と

聖さん ( 石海小 )
佳作

前
まえだ

田 貴
たか ら

羅さん ( 石海小 )

ホームページは
こちらから閲覧できます

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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森
田　

感
染
力
の

強
い
変
異
株
出
現

に
対
す
る
集
団
感

染
予
防
対
策
は
。

教
育
長　

２
学
期

か
ら
学
校
等
に
お

い
て
、
感
染
症
対

策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活

用
し
教
職
員
の
共
通
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
保
護

者
と
も
連
携
し
て
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
を
図
る
。

森
田　

飲
食
業
者
・
カ
ラ

オ
ケ
店
等
の
感
染
対
策

は
。

経
済
建
設
部
長　

県
の
コ

ロ
ナ
対
策
適
正
認
証
制
度

の
認
証
を
促
進
す
る
と
共

に
、
感
染
対
策
を
推
進
す

る
事
業
者
に
対
し
て
の
支

援
を
検
討
す
る
。

森
田　

酸
素
飽

和
度
測
定
の
た

め
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の

配
布
に
つ
い
て

は
。

生
活
福
祉
部
長　

保
健
所

か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
町

と
し
て
は
（
感
染
者
へ
の

貸
与
の
目
的
で
）
購
入
す

る
予
定
。

森
田　

疫
病
の
蔓
延
防
止

及
び
鎮
静
化
に
向
け
、
町

長
部
局
・
教
育
委
員
会
部

局
・
議
会
・
町
民
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
り
、
お
互
い

の
英
知
を
結
集
し
、
心
を

寄
せ
合
い
、
コ
ロ
ナ
と
の

共
生
を
目
指
し
た
新
た
な

生
活
様
式
を
創
造
す
る
体

制
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

大
自
然
の
摂
理
に
従
い
、

人
・
社
会
・
自
然
が
共
生

し
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

を
目
指
し
た
活
動
が
各
地

域
で
官
民
協
働
に
よ
り
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

森田 哲夫 議員

問

答

新型コロナの
デルタ型変異株への対応は
さらに感染対策を
　　　　   強化して取り組む

質問者 質　問 掲載頁

森田　哲夫 新型コロナウイルス感染症のデルタ型変異株への対応について P12

吉田　正之
町長の政治姿勢を問う

P13
議会棟の修繕は何のためか

井村　淳子

災害対策基本法改正（令和3年5月）による町の取り組みは

P13
行政と、地域で避難所運営マニュアルの共有を

防災備蓄用品の計画的購入と有効活用は出来ているか

防災行政無線が聞こえない地域への対策は進んでいるか

中島　貞次
コロナ禍の中、経済生活支援は充分だったのか

P14
防災減災を目指す国土強靭化対策の実績と将来見通しは

上山　隆弘
町政混乱解消に向け町長の政治姿勢について問う

P14
町政混乱解消に向けての福祉文教常任委員会の事実確認調査から問う

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録・動画をご覧ください。　各QRコードから動画をご覧いただけます。

定例会２日目（８月31日）の一般質問に
5人の議員が登壇し、町執行機関に対し
行政の在り方など議論が行われた。

新型コロナウイルス
（デルタ型変異株）

国立感染症研究所提供

一  般  質  問一  般  質  問
決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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吉
田　

町
長
は
委
員
会
か

ら
出
席
調
整
依
頼
が
あ
っ

た
の
に
な
ぜ
出
席
し
な
か

っ
た
の
か
。

町
長　

副
町
長
か
ら
当
事

者
は
呼
ば
な
い
と
聞
い
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

吉
田　

副
町
長
が
不
在
の

た
め
後
日
確
認
す
る
。
し

か
し
ど
こ
か
で
事
実
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
教
育
長

及
び
教
育
委
員
会
の
委
員

の
慰
留
を
し
て
い
な
い
理

由
は
。
６
月
21
日
の
新
聞

で
は
慰
留
に
努
め
て
い
る

言
っ
て
い
る
が
事
実
は
慰

留
し
て
い
な
い
。

町
長　

教
育
長
へ
の
相
談

等
の
際
、
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
委
員
長
報
告
に
基

づ
く
全
員
協
議
会

で
の
結
論
を
待

っ
て
、
教
育
長

な
ど
が
改
め
て

態
度
を
表
明
す

る
と
さ
れ
た
た

め
、
こ
れ
を
尊

重
し
た
た
め
取

り
や
め
た
。

吉
田　

先
の
議
会
の
一
般

質
問
で
、教
育
長
が
議
会
か

ら
の
意
見
書
を
重
く
受
け

と
め
る
と
答
弁
し
て
い
る

の
を
、
議
会
の
仲
介
が
あ

れ
ば
辞
意
に
関
し
て
再
考

で
き
る
サ
イ
ン
と
受
け
止

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

議
会
に
仲
介
を
求

め
る
と
い
う
よ
う
に
は
判

断
し
て
い
な
か
っ
た
。

議
会
棟
の
修
繕

吉
田　

議
会
棟
の
修
繕
は

何
故
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

タ
イ
ル
の
剥
離
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
。
修
繕

工
事
は
施
工
業
者
の
費
用

負
担
で
す
る
。

吉田 正之 議員

井村 淳子 議員

問

問

答

答

教育委員会に関する
事実確認調査総括をみた感想は

 学校園以外の避難所運営マニュアルは

事実以外に委員の意見や
感想も書かれている

他の避難施設の運営
マニュアルは今後整備していく

井
村　

２
０
２
０
年
９
月

に
改
定
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍

を
踏
ま
え
た
学
校
園
の
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
以
下
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
は
、

平
時
か
ら
共
有
す
る
事
が

災
害
に
備
え
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
避
難
訓
練
等
で
活
用

し
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
対
応
し
た
避
難

訓
練
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
実
施
で
き
て
い
な
い
。

教
育
長　

学
校
で
も
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
対
応
し
た
訓
練

は
出
来
て
い
な
い
。
今

後
、
指
導
主
事
や
※
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｈ
（
ア
ー
ス
）
職
員

と
地
域
の
関
係
者
が
連

携
、
共
有
で
き
る
体
制
が

必
要
で
あ

る
と
考
え

て
い
る
。

井
村　

災

害
時
の
ペ

ッ
ト
と
の

同
行
避
難

に
つ
い
て
飼
い
主
へ
の
周

知
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
、
女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
対
策
は
。

総
務
部
長　

環
境
省
発
行

の
「
災
害
時
に
お
け
る
ペ

ッ
ト
の
救
護
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
参
考
に
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
啓
発
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
た

い
。
ま
た
避
難
所
等
で
の

災
害
対
応
に
お
い
て
も
、

各
組
織
か
ら
女
性
の
参
画

が
促
進
さ
れ
る
施
策
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

※
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ（
ア
ー
ス
）職
員
と
は

　
「
復
興
の
集
い
」
に
お
い
て
設
置

さ
れ
た
教
職
員
等
に
よ
る
災
害
時

の
学
校
支
援
組
織
「
震
災
・
学
校

支
援
チ
ー
ム
」（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）

の
メ
ン
バ
ー
。

避難所運営マニュアル

役場議会棟の修繕工事の様子

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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上
山　

３
月
定
例

会
最
終
日
、
町
政

を
混
乱
さ
せ
た
と

教
育
長
は
責
任
を

取
り
辞
職
し
た
い

と
発
言
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
町
長

は
何
が
問
題
と
考

え
る
の
か
。
反
省
だ
け
で

い
い
の
か
。　

町
長　

協
議
な
く
財
政
課

へ
予
算
カ
ッ
ト
を
伝
え
た

こ
と
が
問
題
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

上
山　

今
回
の
人
事
案
件

で
、
教
育
長
・
教
育
委
員

に
新
し
い
方
を
提
案
す
る

場
合
は
、
現
教
育
長
・

教
育
委
員
と
は
何
も

話
を
し
な
い
ま
ま
対

応
を
取
る
の
か
。

町
長　

私
自
身
の
思

い
を
、
十
分
相
手
に

伝
え
切
れ
て
い
な
い

の
は
、
能
力
不
足
の

部
分
が
あ
り
、
不
徳

の
致
す
と
こ
ろ
で
、

気
を
つ
け
て
事
に
当

た
り
た
い
。

上
山　

町
政
運
営
に
対
し

て
、
お
互
い
が
向
き
合
い

努
力
を
す
る
こ
と
で
、
そ

の
立
場
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

双
方
が
連
携
・

協
力
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
是
々

非
々
で
や
っ
て
い
く
。

町
長　

副
町
長
他
と
協
議

し
、
教
育
長
と
今
後
ど
う

進
め
る
か
含
め
協
議
し
、

誠
心
誠
意
努
め
た
い
。

中島 貞次 議員

上山 隆弘 議員

中
島　

一
人
一
律

10
万
円
の
特
別
定

額
給
付
金
の
実
績

は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

総
務
部
長　

給
付

対
象
の
99
・
９

％
１
万
３
，７
０
０
世
帯
、

３
万
４
，０
５
１
人
の
町

民
が
支
給
を
受
け
た
。

中
島　

ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
の
実
績
は
。

生
活
福
祉
部
長　

２
回
給

付
が
行
わ
れ
、
児
童
扶
養
手

当
支
給
対
象
者
で
、
各
回
と

も
１
世
帯
５
万
円
が
２
４
６

世
帯
３
９
９
人
、
第
２
子
以

降
児
童
が
１
５
３
人
で
一
人

３
万
円
が
支
給
さ
れ
た
。

中
島　

住
居
確
保
給
付
金

と
緊
急
小
口
資
金
、
総
合

支
援
資
金
の
特
例
貸
付
の

そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
は
。

生
活
福
祉
部
長　

住
居
確

保
給
付
金
は
令
和
２
年
度

は
８
名
、
延
べ
63
回
分
、

今
年
度
は
１
名
、
延
べ
４

回
分
、
合
計
２
１
４
万
２
，

３
０
０
円
で
あ
っ
た
。
今

ま
で
、
緊
急
小
口
資
金

は
２
５
３
世
帯
、
４
，

６
８
０
万
円
の
実
績
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
総
合
支
援

資
金
は
、
２
５
８
世
帯
、

２
億
６
４
０
万
で
あ
っ
た
。

中
島　

休
業
支
援
に
対
す

る
給
付
実
績
は
。

経
済
建
設
部
長　

太
子

町
経
営
継
続
支
援
緊
急

対
策
利
子
補
給
制
度
が
、

１
８
５
件
、
経
営
継
続
支

援
持
続
化
給
付
金
制
度
は

70
件
、
経
営
継
続
支
援
家

賃
給
付
金
制
度
は
61
件
の

利
用
が
あ
っ
た
。

問

答

コロナ禍における生活支援の実態は

住民の多くが利用されている

問

答

町政混乱解消なしの
人事案件は認められない

内部で協議して
誠心誠意努める

十七条憲法を引用し問題解消を求めた

支 援 金

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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議
員
研
究
会

あの日あの日
あの時あの時

あの質問あの質問 どうなったどうなった
以前の あの答弁あの答弁

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

令和令和22年年  44月月2727日号日号よりより  193号

質疑質疑質疑質疑
　 太 子 町には中 小

企業育成のための施策があるが有
効に機能しているものと、していな
いものがある。

　工場が出来なかったために機能
していないものもあるが、起業家支

援補助金等各種条例は時代に合うように見直した
い。太子町企業市民認定に関する制度については
目標に100社と掲げている。

　

議
員
研
究
会
が
令
和
３
年
10
月
８
日
（
金
）
福

崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
当
町
の
議
員

も
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
は
「
日
本
経
済
の

現
状
と
課
題
～
明
る
い
未
来
を
拓
く
に
は
～
」
講

師
辛
坊
正
記
氏
と
「
議
員
活
動
に
『
研
究
倫
理
』

を 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
報
を
ど
う
使
う
か
」
講
師

田
口
一
博
氏
で
し
た
。
内
容
的
に
は
い
ず
れ
も
今

後
の
町
政
の
参
考

に
な
る
も
の
で
す
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
広
報
を
ど
う

使
う
か
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
議
会

広
報
の
あ
り
方
に

つ
い
て
非
常
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
第
１
９
８
号
の
訂
正

　

４
月
26
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
第
１
９
８
号
の
内

容
に
つ
い
て
、
町
長
よ
り
訂
正
要
求
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所

14
ペ
ー
ジ  

上
山
議
員
の
一
般
質
問
（
下
段 

町
長
発
言
）

訂
正
前
：
「
役
場
組
織
の
こ
と
ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

訂
正
後
：
「
議
員
だ
っ
た
と
き
は
役
場
組
織
の
こ
と

　
　
　
　

   

ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
」

答弁答弁答弁答弁

・起業家支援については、創業塾の開催や創業時の専門化による
個別指導により成果は上がっている。法人数の増加や創業塾を
受講して個人で開業する人もあり目に見える成果は上がっている
と考えている。

・中小企業･小規模企業振興協議会で支援のあり方を協議して貰
い、さらなる効果的な方策を検討している。

・太子町企業市民認定については現在82社が認定を受けている。
認定基準を見直し、企業が企業市民認定によるメリットがあるも
のにしたい、町も認定企業と共に発展出来ることを望んでいる。
認定企業は町内清掃活動やゲートキーパー研修を積極的に受講
してくれるなど、太子町のために尽くしてくれている。

・各種条例についてはニーズに合わせた見直しを検討している。

その後その後その後その後

太子町企業市民認定事業所の
合同清掃活動

議員研究会

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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令
和
３
年
７
月
２
日
か

ら
８
月
19
日
ま
で
に
計
７

回
（
委
員
協
議
含
む
）
の

委
員
会
を
開
催
し
た
。

・
正
し
く
、
通
例
通
り
に

予
算
化
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

・
議
会
で
の
発
言
は
異
例

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
招
い
た
の
は
主

に
町
長
の
姿
勢
に
原
因

が
あ
る
。
し
か
し
、
互

い
に
会
話
を
重
ね
合
意

形
成
す
る
努
力
が
欠
け

て
い
た
。

・
教
育
委
員
会
の
最
重
要

事
項
と
し
て
、
特
別
教

室
の
空
調
設
備
設
計
経

費
の
予
算
を
獲
得
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍

及
び
現
場
の
事
情
か
ら

理
解
で
き
る
。
教
育
長

と
し
て
町
長
に
対
し
て

個
別
に
協
議
を
申
し
入

れ
る
な
ど
の
行
動
は
、

常
識
的
に
考
え
る
範
囲

で
も
問
題
は
な
い
。

・
慰
留
に
つ
い
て
、
４
月

の
時
点
で
は
町
長
か
ら

の
慰
留
の
意
思
を
感
じ

た
と
の
答
弁
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
問
題
解

決
に
向
け
た
働
き
掛
け

が
町
長
に
認
め
ら
れ
な

い
下
で
、
教
育
委
員
会

で
辞
職
が
認
め
ら
れ
な

い
と
な
っ
た
以
上
、
進

３月定例会において、当局内部で協議未了のまま予算案の上程を行う。

議会は、予算委員会において修正案を出し可決。

同定例会最終日において、議会を混乱させた責任を重く受け止めるとして、当時の沖汐教育長が辞職の意思を発言。
その後、教育委員会は服部町長に対して教育委員会の独立性を求めるとともに、教育長だけが責任を取る問題では
ないとし、申し入れにより協議が行われる。

議会は、町長に対して「服部町長の姿勢を改善し町政を立て直すよう求める意見書」を全会一致で提出（5月11日）。

改善に対する動きが見られない中、町民から「太子町の混乱状態解消のため、議会として、早急に服部千秋町長の責
任を明確化させ、議会としての今後の対応、各議員の取組姿勢を住民に明らかに示す事を求める請願」が提出さ
れる。

議会は、請願を採択（6月18日）。
町側に対応が見受けられないことから、教育委員会の所管である福祉文教常任委員会において事実確認調査を行う
ことを議会として決め、調査を実施。
調査終了後、議会は「町政混乱解消に係る要望書」を全会一致で提出（８月31日）。

教育長が意見書に対する回答を提出（９月22日）。

９月定例会の最終日、混乱を解消すべしとの議会の要望に対応姿勢を示せず、教育委員会との問題について未
解決のまま教育長の交代人事を上程（９月24日）。

一部の議員が「服部千秋町長に対する町長辞職勧告決議案」を提出。（賛成５反対８で不採択）

◎
教
育
委
員
会
に
対
し
て

●
取
組
日
程

●
調
査
・
取
り
組
み
の
結
果

◎
教
育
長
に
対
し
て

教育行政の未来に大きな禍根教育行政の未来に大きな禍根
～混乱解消に向けた議会の取り組み～

　議会はこれまで、町政混乱の解消を求めて対応してきた。しかし９月定例会において、発端であ
る教育委員会との関係については解消がなされないまま、教育行政のトップである教育長の交代と
いう形になった。一部の議員からは、大きな権限をもつ町長の姿勢としては極めて問題であるとし
て、職員の退職者の増加や、職場の疲弊、行政機能の崩壊に歯止めを掛けるべく、服部千秋町長に
対する辞職勧告決議案が提出された。
　３月定例会以降の経緯を振り返り、その中で行われた福祉文教常任委員会による事実確認調査の
結果について報告する。その上で、今後の議会としての対応を考える。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
の

事
実
確
認
調
査
に
つ
い
て

これまでの大まかな経緯

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告

委
員
会
に
よ
る
「
教
育

委
員
会
に
関
す
る
事
実

確
認
調
査
総
括
」
よ
り

抜
粋
・
要
約
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退
に
つ
い
て
の
判
断
が

困
難
な
状
況
に
あ
っ

た
。
ま
た
、
議
会
の
総

意
で
慰
留
が
求
め
ら
れ

た
こ
と
を
「
重
く
受
け

止
め
」、
議
会
の
対
応
を

待
っ
た
側
面
が
あ
る
。

・
町
長
が
何
を
問
題
と
考

え
て
い
る
か
が
明
確
で

な
く
、謝
罪
後
の
対
応
に

解
決
し
よ
う
と
い
う
意

思
や
行
動
が
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
教
育
長

が
、町
長
の
行
動
を
嘘
や

虚
偽
答
弁
と
評
す
る
の

も
や
む
を
得
な
い
。

・
教
育
委
員
会
の
独
立
性

を
軽
視
し
て
い
る
と
い

う
主
張
は
、
町
長
の
言

動
、
行
動
か
ら
そ
う
捉

え
て
も
当
然
で
あ
る
。

・
慰
留
に
つ
い
て
、
慰
留

さ
れ
た
と
い
う
認
識
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
町
長
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
。

・
教
育
委
員
会
と
の
主
張

の
食
い
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
事
務
方
サ
イ
ド

の
行
動
に
は
問
題
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

総
合
教
育
会
議
直
後
に

予
算
を
カ
ッ
ト
す
る
と

の
町
長
の
意
見
を
受
け

つ
つ
も
、
協
議
の
必
要

性
か
ら
カ
ッ
ト
を
せ
ず

に
二
次
査
定
ま
で
据
え

置
い
た
こ
と
は
、
正
し

い
機
能
が
働
い
て
い
る

も
の
と
解
釈
す
る
。

・
所
管
外
で
あ
る
か
ら
委

員
会
に
出
席
で
き
な
い

と
い
う
姿
勢
は
、
本
調

査
が
問
題
の
解
消
を
行

う
た
め
に
議
会
を
代
表

し
て
の
対
応
で
あ
る
こ

と
の
理
解
を
欠
い
て
い

る
。
今
後
の
議
会
に
対

し
て
の
姿
勢
の
改
善
に

期
待
し
た
い
。

・
総
合
教
育
会
議
直
後
に

協
議
な
く
予
算
の
カ
ッ

ト
を
伝
え
た
姿
勢
は
、

理
解
に
苦
し
む
。
ま
た

そ
の
後
も
、
調
査
の

中
で
見
え
た
言
動
に
は

疑
問
に
思
う
点
が
多
々

あ
り
、
次
年
度
以
降
の

取
り
組
み
姿
勢
の
改
善

に
期
待
す
る
。
後
か
ら

出
て
き
た
資
料
に
お
い

て
も
、
過
去
か
ら
の
説

明
が
二
転
三
転
し
一
貫

性
が
な
い
た
め
、
真
意

が
確
認
で
き
な
い
。
し

か
し
、
協
議
を
し
な
か

っ
た
こ
と
は
３
月
定
例

会
で
認
め
て
お
り
、
議

会
に
対
し
て
も
謝
罪
と

反
省
の
弁
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
本
人
は
事
実

と
し
て
過
ち
を
理
解
し

て
い
る
も
の
と
解
釈
す

る
。

・
教
育
委
員
会
の
独
立
性

に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
回
答
は

あ
っ
た
が
、
言
動
が
一

致
し
て
い
な
い
。
誠
意

あ
る
当
た
り
前
の
取
り

組
み
姿
勢
を
求
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

・
慰
留
に
つ
い
て
は
、
何

度
訪
ね
た
か
と
い
う
事

よ
り
も
、
先
方
に
何
を

伝
え
た
か
っ
た
か
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
意
思

が
相
手
側
に
全
く
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
６
月
１

日
以
降
は
、
慰
留
に
関

す
る
町
長
の
具
体
的
な

行
動
が
何
も
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
議
会
か
ら

の
指
摘
に
対
す
る
答
弁

や
、
マ
ス
コ
ミ
に
対
し

て
主
張
し
た
「
現
在
慰

留
に
努
め
て
い
る
」
と

の
町
長
の
発
言
も
、
誠

実
に
実
行
さ
れ
た
形
跡

が
な
い
。

・
本
調
査
に
対
す
る
姿
勢

か
ら
、
問
題
に
対
す
る

反
省
と
、
議
会
に
対
し

て
の
誠
意
は
残
念
な
が

ら
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

当
調
査
が
一
か
月
近
く

延
び
る
形
に
な
っ
た
の

は
、
町
長
や
財
政
課
長

の
出
席
要
請
に
対
す
る

「
調
整
」、
文
書
回
答
の

た
め
の
時
間
的
猶
予
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

◎
教
育
委
員
に
対
し
て

◎
町
長
に
対
し
て

◎
町
長
部
局
に
対
し
て

今
後
の
議
会
対
応
に
つ
い
て

　

こ
れ
以
上
、
混
乱
に
繋
が
る
こ
と
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
町
政
の
安
定
化
の
た
め
に
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
見
え
に
く
い
状
況
や
届
か
な
い

情
報
が
あ
る
こ
と
を
受
け
止
め
、
情
報
の
公
開
や
発

信
の
在
り
方
に
関
す
る
課
題
を
見
据
え
、
見
え
る
議

会
活
動
を
追
求
し
て
議
会
だ
よ
り
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
も

工
夫
を
進
め
た
い
。

議
会
の
要
望
書
とその

後
の
当
局
側
の
対
応

・
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
に
よ

る
事
実
確
認
調
査
を
受
け
、

議
会
よ
り
、８
月
31
日
に「
町

政
混
乱
解
消
に
係
る
要
望

書
」
を
町
長
と
教
育
長
宛
て

で
提
出
。

・
９
月
22
日
、
沖
汐
教
育
長
よ

り
議
長
宛
て
で
『「
町
政
混

乱
解
消
に
係
る
要
望
書
」
に

対
す
る
回
答
』
が
提
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
か

ら
議
長
宛
て
で
「
教
育
長
人

事
案
件
に
対
す
る
意
見
書
」

が
提
出
さ
れ
た
。

教育委員会の回答等に
ついてはホームページを

ご覧ください。

要望書はホームページを
ご覧ください。

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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町
内
の
空
き
家
の
状
況

と
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等

の
現
状
お
よ
び
今
後
の
取

り
組
み
方
針
等
に
つ
い
て

担
当
課
に
確
認
し
た
。

問　

空
き
家
が
多
い
自
治

会
に
対
し
て
は
、
対
策
を

強
化
し
て
い
く
方
針
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
後

の
効
果
と
進
捗
は
。

答　

対
策
を
強
化
す
る
自

治
会
と
い
う
こ
と
は
決
め

て
い
な
い
。
空
き
家
数

は
、
市
街
化
区
域
が
43

件
、
市
街
化
調
整
区
域
が

30
件
増
加
し
て
い
る
。

問　

リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
対

す
る
補
助
制
度
は
。

答　

空
き
家
活
用
の
支
援

事
業
と
し
て
、
空
き
家
を

住
宅
及
び
事
業
所
と
し
て

改
修
す
る
場
合
は
最
大

３
０
０
万
円
、
地
域
交
流

の
拠
点
と
す
る
た
め
に
改

修
す
る
場
合
は
最
大
１
，

０
０
０
万
円
が
補
助
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
（
一
定
の

要
件
あ
り
）。

問　

近
隣
市
町
の
状
況

は
。
ま
た
、
全
面
禁
煙
に

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

西
播
磨
区
域
で
敷
地

内
禁
煙
の
市
役
所
・
町
役

場
は
な
い
。
敷
地
内
禁
煙

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

入
札
形
式
に
つ
い
て

の
取
り
決
め
は
。

答　

土
木
工
事
、
舗
装

工
事
は
予
定
価
格
が

７
０
０
万
円
以
上
、
建
築

工
事
は
予
定
価
格
が
５
，

０
０
０
万
円
以
上
の
場
合

は
制
限
つ
き
一
般
競
争
入

札
、
そ
の
他
は
原
則
指
名

競
争
入
札
で
あ
る
。

　

条
例
１
件
、
企
業
会
計

決
算
の
認
定
２
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
、
す
べ
て

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
・

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て

本
会
議
に
報
告
し
た
。

問　

町
民
等
に
押
印
を
求

め
る
手
続
は
何
件
あ
る
の

か
。

答　

押
印
廃
止
に
つ
い
て

は
７
３
７
件
、
押
印
存
続

に
つ
い
て
は
55
件
、
合
わ

せ
て
７
９
２
件
で
あ
る
。

問　

給
水
収
益
が
大
幅
減

に
な
っ
た
要
因
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
減
免
措

置
等
に
よ
り
、減
っ
た
。
一

方
で
、県
水
の
受
水
費
が

３
カ
月
間
免
除
さ
れ
て
お

り
、支
出
も
減
っ
て
い
る
。

問　

損
益
計
算
書
で
は

営
業
損
失
が
１
億
５
，

６
９
０
万
円
余
り
。
経
常

利
益
が
約
１
，９
０
０
万

円
で
あ
る
。
営
業
損
失
が

こ
れ
だ
け
大
き
い
と
、
水

道
料
金
の
値
上
げ
が
心
配

さ
れ
る
が
。

答　

実
際
は
赤
字
で
あ

る
。
将
来
の
更
新
需
要
の

増
大
や
耐
震
化
事
業
が
増

え
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
収
支
を
改
善
す
る

抜
本
的
な
方
法
と
し
て

は
、
料
金
改
定
の
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
共
ま
す
の
設
置
件

数
が
例
年
よ
り
少
な
い
が
。

答　

宅
地
造
成
す
る
際
に

公
共
ま
す
を
設
置
す
る
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、
そ
の
件
数
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問　

損
益
計
算
書
で
は
、

営
業
収
益
が
約
４
億
８
，

１
０
０
万
円
、減
価
償
却
費

が
約
６
億
１
，０
０
０
万
円
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
経
営
を
一
体
い
つ
ま
で

続
け
る
の
か
。

答　

使
用
料
収
入
の
低
迷

が
続
く
中
、
営
業
損
失
は

継
続
し
て
出
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
耐
用
年
数
を
超

え
て
い
く
下
水
道
施
設
の

更
新
投
資
の
増
加
も
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
抜

本
的
な
収
支
改
善
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
料
金
改
定

に
よ
っ
て
収
入
を
増
や
す

こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
◆

７
月
８
日

８
月
12
日

９
月
７
日

課
題
調
査

所
管
事
務
調
査

付
託
案
件
審
査

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

押
印
を
求
め
る
手
続
き

の
見
直
し
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

公
共
工
事
の
業
者
選
定

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定

令
和
２
年
度
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定

持
続
可
能
な

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

所
管
事
務
調
査

●
主
な
質
疑
応
答

役
場
内
に
お
け
る
喫
煙

浄水機能は今後停止される予定（吉福浄水場）

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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※
コ
ロ
ナ
対
応
は
、
取

り
組
み
重
点
項
目
と
し

て
お
り
継
続
し
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
課

題
調
査
は
、
現
状
の
調

査
段
階
を
報
告
、
引
き

続
き
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
ま
と
め
る
た
め
、

進
行
し
て
い
る
。

　

聖
徳
太
子
没
後

１
４
０
０
年
を
迎
え
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
文
化
財
へ

の
考
え
方
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
在

り
方
を
調
査
し
た
。
意
見

と
し
て
、
１
４
０
０
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組

み
や
新
し
い
文
化
財
へ
の

可
能
性
に
つ
い
て
な
ど
が

あ
り
、
課
題
と
し
て
は
専

門
職
員
へ
の
対
応
な
ど
が

あ
っ
た
。

　

緊
急
医
療
体
制
に
お
け

る
救
急
搬
送
つ
い
て
、
西

は
り
ま
消
防
組
合
太
子
消

防
署
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
影
響
な
ど
現
状
の
調
査

を
行
っ
た
。
引
き
続
き
関

係
機
関
等
に
調
査
を
行
う

こ
と
と
な
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
状
況
を
調
査
し
、

課
題
に
対
す
る
対
応
を

求
め
た
。

　
　

第
６
波
へ
の
対
応
、
現

時
点
で
の
課
題
を
調
査
し

た
。
若
い
世
代
へ
の
感
染

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
教
育
現
場
や
子
ど
も

達
へ
の
対
応
。
家
族
内
で

の
感
染
が
多
く
予
想
さ
れ

自
宅
で
の
療
養
も
増
え
る

で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
自

宅
療
養
に
お
け
る
対
応
や

必
要
備
品
へ
の
準
備
等
、

予
想
さ
れ
る
状
況
に
意
見

し
た
。

　

　

条
例
３
件
、
特
別
会
計

決
算
の
認
定
４
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
、
す
べ
て

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
・

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て

本
会
議
に
報
告
し
た
。

　

町
内
に
は
実
施
事
業
者

は
な
く
問
題
は
な
い
も
の

と
判
断
し
た
。

　

年
々
、
歳
出
の
増
加
が

見
ら
れ
る
た
め
、
見
通
し

や
検
討
、
対
応
に
つ
い
て

確
認
し
た
。
県
が
自
治
体

全
て
に
対
し
統
一
保
険
料

を
検
討
し
て
い
る
状
況
か

ら
、
町
と
し
て
今
後
の
対

応
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　　　　　

負
担
が
増
加
し
、
制
度

の
運
営
自
体
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

今
年
度
か
ら
始
ま
る
保
険

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
事
業
で
後
期
高
齢

者
が
介
護
に
移
行
し
な
い

よ
う
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
保
険
の
負
担
が
か
か
ら

な
い
努
力
の
説
明
な
ど
を

受
け
た
。

　

高
齢
者
が
増
加
し
、
介

護
認
定
を
受
け
る
方
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
歳

出
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

安
心
見
守
り
コ
ー
ル
事
業

や
介
護
事
業
者
に
対
す
る

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
を

確
認
し
た
。

　　

墓
所
の
借
り
入
れ
、

返
還
数
は
、
前
年
度
実

績
を
も
と
に
予
算
化
し

て
い
る
為
、
現
使
用
状

況
を
加
味
し
想
定
し
な

が
ら
現
状
維
持
の
形
と

な
っ
て
い
る
。
運
営
維

持
の
た
め
の
委
託
に
つ

い
て
、
た
つ
の
市
・
太

子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
、
清
掃

業
務
に
つ
い
て
人
員
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
原
自
治
会

へ
の
車
止
め
開
閉
業
務

委
託
に
つ
い
て
も
将
来

的
な
課
題
な
ど
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

所
管
事
務
調
査

令
和
２
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

太
子
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

令
和
２
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

令
和
２
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

令
和
２
年
度
墓
園
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応

文
化
財
の
整
備
と
展
示

の
あ
り
方
に
つ
い
て

救
急
医
療
体
制
の
現
状

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
応

に
つ
い
て

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
◆

文
化
財
の
対
応
と

　
　

コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
対
応
は

７
月
14
日

課
題
調
査

所
管
事
務
調
査

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

●
主
な
内
容

８
月
11
日

９
月
６
日

付
託
案
件
審
査

住む町の文化財から新たな発見も…

決
算
委
員
会

９
月
定
例
会

議

決

結

果

絵

画

作

品
一

般

質

問

委
員
会
調
査

委
員
会
報
告
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12月定例会予定
・11月29日（月）　【第1日／提案説明】
・11月30日（火）　【第2日／一般質問】
・12月   1日（水）　【第3日／一般質問】
・12月   3日（金）　【第4日／議案質疑】
・12月17日（金）　【第5日／討論・採決】

　

今
回
で
２
０
０
号
昭
和
49
年

か
ら
毎
年
、
年
４
回
の
発
行
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
30
年
以
上

続
く
と
歴
史
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
は

る
か
に
長
い
歴
史
を
続
け
て
こ

れ
ら
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
特
集
号
と
重

な
り
、
編
集
委
員
の
熱
の
入
れ

よ
う
も
過
去
に
な
い
も
の
で
し

た
。
改
め
て
創
刊
時
の
思
い
を

確
認
し
、
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。

そ
の
気
持
ち
も
引
き
継
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

（
吉
田
正
之　

記
）

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

出
原　
　

賢
治

副
委
員
長　

吉
田　
　

正
之

委　
　

員　

藤
澤　

元
之
介

　
　
〃　
　

首
藤　
　

佳
隆

　
　
〃　
　

上
山　
　

隆
弘

　
　
〃　
　

長
谷
川　

正
信

　
　
〃　
　

松
浦　
　

崇
志

「声」「声」「声」「声」「声」

議会だよりを

読んでのご感想など

�お聴かせください。

あなたの　　　  を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

太子町議会だより

マスコットキャラクター

たいしん

議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！

　12月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する
場合がありますので、正式日程はホームページまたは
議会事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

〇〇「
議
会
だ
よ
り
」が
創
刊
さ
れ
た
昭
和

「
議
会
だ
よ
り
」が
創
刊
さ
れ
た
昭
和
4949
年
と
は
？

年
と
は
？

　

太
子
町
議
会
発
行
の「
議
会
だ
よ
り
」は
、今
か
ら
47
年
前
の
昭

和
49
年
４
月
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。紙
面
か
ら
分
か
る

よ
う
に
当
時
の
太
子
町
は
、「
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」の
翌
年

で
、高
度
経
済
成
長
期
が
終
わ
っ
た
初
年
に
も
あ
た
る
年
と
言
わ

れ
て
お
り
、太
子
町
の
予
算
総
額
も
今
と
比
べ
る
と
少
し
驚
く
約

13
億
円
で
、令
和
３
年
度
当
初
予
算
総
額
約
２
２
０
億
円
と
比
べ

る
と
20
分
の
１
と
い
う
少
額
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

当
時
の
世
相
や
物
価
を
見
て
み
る
と
、Ｖ
９
を
達
成
し
た
巨
人

（
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）の
優
勝
が
途
切
れ
、長
嶋
茂
雄
選
手
が
引

退
。昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
で
惜
し
く
も
亡
く
な
ら
れ
た
志
村
け
ん
さ

ん
が
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
に
新
加
入
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
。ま
た
、

こ
の
年
ま
で
は
固
定
為
替
相
場
だ
っ
た
の
で
、１
ド
ル
は
３
６
０

円
の
時
代
で
し
た
。

〇「
議
会
だ
よ
り
」が
創
刊
さ
れ
た
意
図
は
？

〇「
議
会
だ
よ
り
」が
創
刊
さ
れ
た
意
図
は
？

　
「
議
会
だ
よ
り
」創
刊
号
の
発
刊
に
あ
た
っ
て
、当
時
の
玉
田
治

作
議
長
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
此
の
度
皆
様
方
と
議
会
と
の
連
絡
を
一
層
密
に
し
て
、意
思
の
疎

通
を
計
る
為
、新
し
い
発
想
の
も
と「
議
会
だ
よ
り
」を
発
刊
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。選
挙
の
際
に
は
住
み
よ
い
・
明
る
い
・
町

づ
く
り
に
、又
福
祉
増
進
に
貢
献
し
ま
す
云
々
と
何
で
も
出
来
る

か
の
様
に
主
張
し
、当
選
す
れ
ば
そ
れ
限
り
音
沙
汰
な
く
議
会
報

告
も
語
る
会
も
持
た
ず
議
員
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
る
現
況
を
是
正
す

る
…
』と
い
っ
た
発
刊
理
由
を
読
み
返
す
う
ち
、現
在
の
議
会
だ
よ

り「
和
の
ま
ち
」２
０
０
号
が
、真
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
と
叱

咤
激
励
に
お
応
え
で
き
て
い
る
の
か
、今
一
度
議
員
全
員
が
肝
に

銘
じ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
決
意
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
！

（
首
藤 

佳
隆　

記
）

「議会だより」 「議会だより」 創刊号を振り返る創刊号を振り返る


